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Fig，5　Frequency　Curve　of　3－hinged　Parabolic　Arch　with　Unequal　Height　of　Supports．
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ヒンジアーチに拡張し，さらにこれを応用して，左右
両支点間に高低差のある非対称形3ヒンジアーチの自
由振動特性を明らかにすることができた。本文におい
ては，支点間に高低差をもつ非対称形3ヒンジアーチ
の，対称形3ヒンジアーチに対する，自由振動特性を
明らかにすることを目的として，高低差比E／Lニ
0．1，0．2，0．3の場合について解析結果を示した。数値
解析は放物線形の3ヒンジアーチについて行ったが，
カテナリー，円，サイクロイドその他の軸線形をもつ
非対称形3ヒンジアーチに関しても全く同様に解析す
ることができる。また，変断面の非対称形3ヒンジアー
チの解析にも応用できる。
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Fig．6　Free　Vibrational　Modes．
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　2ヒンジアーチにおける，アーチの自由振動を支配
する基礎微分方程式の離散的一般解に基づく方法を3
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